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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

・平成28年度は、年８回の研修を実施（主に職員が講師を務める）。
・より専門性の高い研修については、外部講師を招く必要がある。
・市町村職員からも、参加したいという声がある。
・管外の現場もみて見識を広げる必要がある。

平成29年6月 平成30年2月

節区分 主な内容

実 施 機 関

事 業 費

事

業

費

等

101,000 166,080 500

0

0

165,580

ａ

170,000 185,280 184,780 500

0

19,200

0

0

使用料・賃借料

担
当
課

林務課

0261-23-6522

kitachi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

北アルプス地域振興局

造林補助事業の適正な執行に係るコンプライアンスや森林整備業務に必要な知識・技術の森
林事業者への更なる浸透を図るため、引き続き実施していく。

計

当初計画額
変更（最終）

計画額
実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

0

184,780

外部講師報償費 60,000

年間４回の研修を実施
うち、２回について外部講師を招き実施
うち、１回は、現地研修（県外）を実施

9,000 0

0

外部講師旅費

備考
差引

ｂ ｃ ｂ－ｃ

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績
6月6日　第１回研修：「造林補助事業の要綱・要領等の主な改正点」。
参加者19名
8月17日　第2回研修：「ﾄﾞﾛｰﾝを利用した森林資源調査技術（現地研
修）」。参加者23名
11月28日　第3回研修：「更新伐の技術・補助基準の現地研修」。参加
者12名
2月9日　第4回研修：「広葉樹素材・製品の販売現状を知る（現地研
修）」。参加者22名
うち、２回について外部講師による研修を実施（うち１回は、講師から
の謝礼不要の申出により報償費の支出はしていない）
うち、１回は、現地研修（県外）を実施し、バス借上げ代（使用料・賃借
料）を支出した。

・造林補助事業の適正な執行につながっ
た。
・最新の調査技術を現場で学ぶことができ
た。
・事業体が現場で悩んでいることが解消でき
た。
・県内では研修できない広葉樹材の販売に
ついて研修できた。

提 出 区 分
課題区分

事 業 名 大北地区森林整備実務者研修事業

19,200

事

業

の

概

要

等
実施期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　大北地区の森林整備は、大北森林組合の補助金不適正受給事案の影響で停滞している状
況にあるが、松くい虫防除対策など適期に整備を必要とする森林も存在することから、早急に
森林整備を進める体制を整備する必要がある。
　そこで、大北地区の林業事業体の実務者等を対象に、森林整備業務に必要な知識や技術を
付与するための研修会を開催する。

　大北森林組合を含む管内の林業事業体を対象とし（大北森林組合は役員も対象）、年間の研
修計画に基づき研修を実施する。（案内、参加者のとりまとめ、講師等との調整を行って実施）

成果目標

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


